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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、第 1に批判的思考態度が、メディアリテラシーや科学リテラシーを高め、適切

な情報収集行動、情報信頼性評価、リスク判断、経験からの学習態度に影響を及ぼすことを明

らかにした。第 2に、批判的思考遂行のコントロールメカニズムに関して日本、タイ、ニュー

ジーランドでの調査に基づいて文化差を解明した。第 3に、批判的思考の教材とテストを作成

し、小学校、高校、大学において批判的思考の教育実践と測定を行い、効果を検討した。  
 
研究成果の概要（英文）： 
This study had three aims. Firstly, we explored the effects of critical thinking attitudes 
on media and scientific literacies and how it relates to information seeking behavior, 
information reliability evaluation, risk assessment, and learning attitudes from 
experiences. Secondly, we examined cultural differences in the control mechanism of 
critical thinking among Japanese, New Zealand and Thai students. Thirdly, after 
organizing learning materials and constructing a standardized scale of critical thinking 
skills and attitudes, we conducted an assessment of educational practices and evaluation 
in elementary schools, high schools and universities. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の背景は、認知心理学における思考
研究と教育心理学における教授-学習過程の

研究である。批判的思考とは、規準に基づい
て自分の推論過程を意識的に吟味する省察
的思考である。従来、思考研究は、論理的思
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考に関する規範的な理論やモデルを提起し
てきた。一方で、現実場面での思考や意思決
定にはバイアスが生じていることも示され
ている。そこで、バイアスのない思考を行う
ために、批判的思考のスキルや態度の重要性
が指摘されている。そして、論理学、統計学、
心理学や他の諸科学、メディアリテラシーな
どの教育や訓練によって、批判的思考を促進
するための実験及び実践研究がはじまりつ
つある。しかし、批判的思考の認知的構成要
素やプロセス、それらをふまえた教育実践と
その効果測定に関する実証研究は少ない。し
たがって、(1)批判的思考を規定する認知的
構成要素と獲得やコントロールメカニズム
を考慮に入れた統合的な認知モデルや (2)
批判的思考に関する体系的な教育実践の実
証的研究は未開拓の研究といえる。 
 そこで本研究では、2 つの柱を立てる。第
一の柱である批判的思考の認知的基礎の研
究では、批判的思考の構成要素と効果および
コントロールメカニズムを明らかにする。第
二の柱では、認知的基礎に基づいて、教育実
践の内容を策定し、教材と測定ツールを作成
し、実践の事前事後での受講者の批判的思考
のスキル・態度・知識の変化を測定する。 
 
２．研究の目的 
研究の目的は大きく認知的基礎と教育実践
に関わる以下の３つに分かれる。 
(1)批判的思考の構成要素とプロセス、およ

び日常生活や読解、学習などにおける効果を
明らかにする。具体的には広告、健康や食品
リスク認知、マスメディア、情報モラル、実
践知の獲得などの領域を取り上げて実施する。 
(2) 批判的思考の日常生活におけるコント

ロールメカニズムを明らかにする。あわせて、
批判的思考の文化的文脈について検討するた
めに、日本とタイ、ニュージーランドの大学
生の比較研究を行う。 

(3) 批判的思考の教育実践の研究として、
批判的思考教育プログラムを作成し、その教
育実践の効果を検討する。特に、高等教育に
焦点を当て、リフレクション・プラクティス、
質問、学習者インタラクションを導入した実
践を、大学導入教育、教養教育、専門教育、
教職教育において実践を行う。あわせて、高
校の国語、小学校の算数についても実践を行
う。さらに批判的思考のスキルと態度を多角
的に測定するツールの開発し、実験や教育実
践に用いて、その信頼性と妥当性を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 批判的思考の効果：認知的基盤 
批判的思考の構成要素とプロセス、そのメ

タ認知プロセス、および日常生活や読解、学
習などにおける効果を解明するために、文献
による理論的研究を踏まえて、実験と調査を

実施した。主な方法は下記の通りである。 
①広告と商品選択に関する実験では、大学

生の参加者に対して、あらかじめ批判的思考
態度を測定し、架空の商品画像と情報を提示
して、商品選好判断時における商品属性情報
の利用に及ぼす影響を検討した。 
②健康情報判断に関する実験では、大学生

に対し、対照群のない実験や 1事例の実験な
どの科学的に問題のある健康食品情報やリ
スク情報を提示した。そして、それらの情報
の妥当性判断や、効能やリスクについての判
断を求めた。そして、判断に及ぼす批判的思
考の態度と能力、科学リテラシーや思考バイ
アスに関する知識提示の効果を検討した。 
③批判的思考の日常生活における効果の

研究としては複数の調査を実施した。医療情
報探索や食品リスク判断、メディアリテラシ
ーに及ぼす影響に関しては、大学生に対する
質問紙調査と一般市民に対するインターネ
ット調査を実施した。ホワイトカラーと教員
の実践知の獲得に関する質問紙調査では、研
修会場とインターネット調査で実施した。 
④児童・生徒の情報モラルと一般的規範意

識について、小学校5、6年生および中学校1、
2年生を対象とする質問紙調査を行った。 
(2) 批判的思考のコントロールメカニズム
とその文化差を明らかにする実験と調査を
実施した。主な方法は下記の通りである。 
①批判的思考の使用判断の特徴を抽出す

るとともに、こうしたメタ認知的判断に影響
を及ぼす要因について大学生参加者に対す
る実験を実施した。材料には省略三段論法
（大前提の欠けた三段論法）を用いて、暗黙
の前提に対する信念の強さが、妥当ではない
論証に対する適切な評価を抑制する現象に
ついて検討した。あわせて批判的な発言をど
の程度表出するかというメタ認知的判断に
及ぼす要因を検討した。 
②批判的思考の使用判断に関して、日本人、

タイ人、ニュージーランドに住むアジア人大
学生を対象に質問紙調査を実施した。また、
批判的思考態度、文化的自己観、権威への態
度などに関して、日本、ニュージーランドの
大学生の質問紙調査を実施した。 
(3) 批判的思考の教育実践と尺度開発の

研究については、先行実践や既成のテストの
サーベイを踏まえて、多角的な実践の実施と
テスト開発を進めた。主な方法は下記の通り
である。 
①批判的思考の教育実践の研究として、批 

判的思考教育プログラムを作成し、その教育 
実践の効果を検討した。大学の初年次教育、
教養教育、専門教育、教職教育において、省
察的思考を促すリフレクション・プラクティ
ス、結論や質問の生成や批判的読解力向上の
ための介入プログラム、学習者インタラクシ
ョンを高めるためのグループおよびクラス討



論、ジグソー法、moodleなどのE-learningを
取り入れた授業実践を行った。それぞれ、教
授-学習過程、インタラクションの過程、学習
効果、学問イメージについて量的・質的測定
をおこない実践の改善を行った。 

また、高校国語科の授業において、学習者
間インタラクションによる批判的思考力育
成の授業の分析と効果の測定を行った。さら
に、小学 5年生向けの論理的思考を重視した
算数授業において、児童向けの批判的思考態
度、および学習態度スケールを試作し、事前
-事後評価調査を行った。 

②複数の専門分野の大学教員ならびに卒
業年次の大学生に対して、思考力育成の教育
に関する半構造化インタビュー調査を行っ
た。国際比較のために、ニュージーランドの
大学生についても実施した。 
 ③批判的思考能力を測定するための尺度
としてコーネル批判的思考テスト・レベル Z 
(Ennis, et al. 1985)を日本語に翻訳し、そ
の内的整合性および難易度を検討した。さら
に、批判的思考態度尺度、および認知能力と
しての知能を測定する京大 SX との関係性を
検討した。  
 さらに、批判的思考スキルを測定するオリ
ジナルな尺度の開発を進め、大学生に対する
実査を 2回行ない、項目応答理論に基づく信
頼性・妥当性を検討した。あわせて、大学生
初年次向けの批判的思考力育成のための教
材を作成した。 
 
４．研究成果 
(1)批判的思考態度の効果の認知的基礎  
①批判的思考態度が広告と商品の評価に

影響を与えるプロセスについては、高考慮商
品の評価は、広告への快情動ないし高い接触
頻度によって、商品属性情報の影響を強く受
け、商品属性情報の影響を強く受け、その傾
向は批判的思考態度の高い参加者に顕著で
あった。 

②健康情報の判断に関する実験では、科学
リテラシー知識を提示したところ、事前信念
でなく情報に基づいて判断する傾向がみられ
たが、適切な情報評価は促進されなかった。
一方、思考バイアスに関する知識を提示した
ところ、事前信念の影響が低くなり、批判的
思考能力が高い者は情報の評価を適切に行う
傾向がみられた。  

③批判的思考態度が、医療情報の探索や食
品リスク判断、ホワイトカラーや教員の実践
知の獲得に及ぼす効果については、それぞれ
パス解析を用いて検討した。その結果、批判
的思考態度が科学リテラシーを高め、病気へ
の適応や適切な情報信頼性評価や情報収集
行動を導くこと、批判的思考態度が職場にお
ける経験からの学習態度に影響を及ぼすこ
とを明らかにした。また、食品のリスクを題

材にした実験・調査を行い、批判的思考が食
品リスクリテラシーを高めることを明らか
にした。 
④児童生徒の情報モラルと批判的思考に関 

する実態調査を行ない、情報モラルの中でも、 
全般的な情報活用の実践力については、中学 
生の方が小学生よりも高く、とりわけ、情報 
活用の実践力の中でも「収集力」「判断力」

「処理力」について、中学生の方が小学生よ
りも高いことを明らかにした。 
(2)批判的思考のコントロールの認知的基礎 
①批判的思考の認知プロセスは、状況を考

慮して批判的思考が必要な時かを判断する
使用判断プロセス、批判的思考を内的に行う
スキルの適用プロセス、批判的思考の結果を
表出するかを判断する表出判断プロセスに
わけられること、および各プロセスに抑制要
因が存在することが示された。 
②批判的思考の文化差については、研究 4

より、どの文化圏の大学生もある程度は目標
や文脈など自分が置かれている状況を考慮
しながら批判的思考の使用判断をメタ認知
的に行っていること、日本人の大学生は他の
文化圏の大学生と比べて批判的思考の使用
判断が抑制されやすいことなどが明らかに
なった。 
(3)教育実践と尺度開発 
複数の教育実践において、受講者の態度・

能力、知識などの事前事後の変化、授業およ
び電子掲示板上の質問・発言とインタラクシ
ョン、ワークシートの記述などの質的・量的
変化に基づいて、批判的思考の変化を明らか
した。主な成果は下記の通りである。 
①学習者が質問生成をおこなう実践につ

いては、事前－事後の質問力（文章題材に対
する質問量とその質）を検討した結果、2年
度に渡る実践のいずれにおいても、事後で質
問量が増加しており、その質も向上している
可能性が示唆された。 
②思考教育に関するインタビュー調査の

結果は、教員の回答からは、分野共通に育成
されている思考力がある反面、それが、学ば
れ方が分野独自の方法論に埋め込まれてい
るために汎用性が低い思考技能である可能
性が示唆された。また学生の回答からは、他
者との相互作用を通して多くを学んでいる
ことも示唆された。 
③尺度開発に関しては、コーネル批判的思

考テストの日本版については、内的整合性と、
課題の難易度の適切性が確認された。また、
知能検査得点との相関から、このテストは言
語能力が関わることが示された。一方、批判
的思考態度尺度とは、関係性がみられず、そ
れぞれ独立した尺度であることが示された。 
新たに開発した批判的思考スキルテスト

については、妥当性、信頼性を検討し、受検
者の大学入学偏差値や思考力育成の受講経



験の有無との関連を見出した。 
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